
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

　少子化や人口減少、医療従事者不足等、萩医療圏域を
取り巻く環境は厳しいものとなっている。そうした中で
も、北浦地域において唯一の公立病院として、急性期医
療に求められる病院の役割を果たし、病院機能の維持・
強化、医療の質の向上に努めるとともに、経営安定のた
めの収入確保及び施設・設備の計画的な維持管理等によ
る経費削減に努め、一層の経営の改善に取り組む。ま
た、令和元年度より総務省の公営企業経営支援人材ネッ
ト事業を活用した病院経営コンサルタントを導入し、よ
り一層の経営改善を行っていく。
　そして同時に、地域の実情に即した持続可能な医療提
供体制を構築していくために関係機関との調整のもと、
経営形態の見直しや中核病院の形成に向けた検討協議を
進める。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　H30年度については経常収支比率、医業収支比率とも
にH29当該値および類似病院平均値を下回っている。そ
の結果、累積欠損金比率が年々上昇し厳しい経営状況と
なっている。H30年度収支悪化の主な要因としては入院
収益の減少、給与費の増加があげられる。H30年度につ
いては、当院にとって厳しい診療報酬改定の影響もあ
り、通年では病床利用率、入院単価ともに低下し、結果
として前年と比較して入院収益が減少することとなっ
た。また、給与費については職員の平均年齢の上昇によ
り増加傾向にあり、医業収益減少の影響も重なり、給与
費対医業収益比率が大幅に上昇した。
　診療材料の購入価格の引き下げなど、経費節減に努め
ているところではあるが、更なる増患対策の強化と人員
配置見直しの検討等、経営改善に取り組む必要がある。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　平成12年度の開院から既に19年が経過しており、有形
固定資産減価償却率も年々増加し、類似病院平均値を10
ポイント以上上回るなど施設の老朽化が進んでいる。今
後、空調設備の更新（R1～R3）、屋根・外壁の改修（R3
～R4)などを計画的に実施する予定である。
　器械備品減価償却率が類似病院平均値を上回っている
が、これは耐用年数の1.5～2倍の使用を想定し適切な保
守、修繕等によりできるだけ延命化を図っているためで
ある。
　しかし、1床当たりの有形固定資産額は類似病院平均
値、全国平均値よりも高く、地域医療における公立病院
として必要な機能・設備と経営の効率性を比較考量して
慎重に設備投資を行っていく必要があると考える。
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23.2 21.6 22.1 22.5 21.166.6 当該値

平均値 68.3 67.9 69.8 69.7 70.1平均値 112.9 118.9 119.5 116.9 117.1平均値 85.4 85.3 84.2 83.9 84.0平均値 96.9 98.3 96.7 96.6 97.2

82.5 77.3 75.9当該値 7.3 13.2 19.9 26.1 34.9当該値 95.8 95.2 95.5 95.5 93.7 当該値 86.9 88.3

H26 H27 H28 H29

当該値 85.7 85.8 86.4 84.9 82.4

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、北浦地域において唯一の公立病院として、急
性期医療を担っている。具体的には、病院群輪番制によ
る救急医療を担うとともに、萩地域で唯一入院施設を有
する小児科及び急性冠症候群については、24時間体制で
受け入れを行っている。また、へき地医療拠点病院とし
て離島の公立診療所の診療支援（代診や遠隔画像診断シ
ステム）を行うとともに、CTやMRIなどの医療機器につ
いて共同利用も行っている。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

47,625 9,722 第２種該当 ７：１ 100 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 10 対象 ド 透 訓 救 へ 輪 - - 100

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 100

経営比較分析表（平成30年度決算）
山口県萩市　市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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